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はじめに 

 販売管理ソフトのバーコードリーダー対応機能の操作方法を記します。 

 バーコードに対応した機能は以下の３つの機能となります。 

 ・ 売上伝票作成 

 ・ 出荷検品 

 ・ 在庫棚卸 
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１. 売上伝票の入力 

①顧客リストよりお客様を選択し、F3『売上』ボタンをクリックします。 

②入力方法の選択画面が表示されますので、『バーコード入力』をクリックします。 

※『通常入力』をクリックしますと以前と同様の方法で入力が行えます。 

入力方法の選択画面の既定値は『その他』⇒『設定』⇒『一般設定』で変更することができます。 

①選択して使用する：上図の選択画面が表示されます。 

②通常入力：通常売上入力画面が表示されます（バーコードを使用しない場合はこちらを設定してください） 

③バーコード入力：バーコード売上入力画面が表示されます。 

※②・③を設定した場合でもShiftキーを押しながらF3『売上』をクリックすれば入力選択画面が表示されます。 
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③売上伝票バーコード入力画面が表示されます。 

マイナスボタンをクリックしてから数量を入力し、バーコードを読み込みますと数量を減らすことができます 

また、Cボタンをクリックしますと入力した数量がクリアされます。 

④商品のバーコードをバーコードリーダーで読み込みますと、商品が１個入力されます。 

画面テンキー又はキーボードのテンキーで数量を入れてからバーコードを読み込みますと、入力した

個数の商品が登録されます（キーボードの数字キーでは入力できません） 

画面テンキー 

読み込み履歴 

読み込み履歴には読み込んだ商品、数量が表示されていきます。 
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⑤バーコードのない商品を登録するにはF1『商品検索』をクリックして商品を検索します。 

⑥入力する商品を選択して、『実行』ボタンをクリックします。 

あらかじめ、バーコードが付いていない販促品などを一覧表で印刷しておくことができます。 

印刷方法は２．商品バーコード表の印刷を参照してください。 
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⑦入力した商品の明細を確認するには『売上明細』タブをクリックするか、F5『明細』ボタンをクリックします 

⑧売上明細が表示されます。明細画面では数量の変更・明細の削除が行えます。 

変更する明細を選択し、数量を増やす場合はF7『＋』ボタンをクリック、減らす場合はF8『－』ボタンをクリックし

ます。また、明細行を削除する場合は、F9『行削除』をクリックします。 

⑨入力内容を確認後、F4『登録』ボタンをクリックしますと売上伝票を登録します。 
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２. 商品バーコード表の印刷 

商品バーコード表は一部の販促品などバーコードが付いていない商品を入力するための一覧表です。 

わかりやすいように分類して出力するようにしましょう。 

①商品バーコードを印刷するには、メニューの『マスタメンテナンス』⇒『商品バーコード表印刷』をクリックします。 
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②商品バーコード印刷画面が表示されましたら出力したい商品の選択チェックボックスをクリックして選択します。 

また、ブランドとカテゴリを指定して商品を抽出することができます。 

③出力する商品を選択しましたら、画像なしの表は『印刷』ボタンを画像ありの表は『印刷（商品画像付）』をそれぞれ

クリックしますと印刷プレビューが表示されます。 

画像なしの商品バーコード表は27商品が1ページに印刷され、画像ありの商品バーコード表は24商品が1ページに印刷されます。 
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３. 出荷検品 

出荷検品は入力した売上伝票の商品を検品して出荷ミスを防ぐ機能です。 

①出荷検品を行うにはメニューの『売上管理』⇒『出荷検品』クリックします。 

②検品伝票読み込み画面が表示されますの納品書等に印刷されている伝票バーコードを読み込んで下さい。 

売上修正画面から伝票を選択して、F7『検品』ボタンをクリックす

ることで同様に出荷検品を行うことができます。 
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③出荷検品画面が表示されますので、商品をバーコードで読み込みます。 

④商品バーコードを読み込みますと検品数が1加算されます。 

数量分バーコードを読み込むか、数量へカーソルを移動して（マイナスキーかTabキーでも移動できます） 

残数を入力することで検品が完了します。（下右図のようにOKがでたら検品完了です） 

数量を入力する場合 

例：5個の商品を検品する時、はじめのバーコード読み込みで検品数が1つ加算されますので数量は残りの4つ

を入力します 
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⑤F6『一覧』ボタンをクリックしますと検品一覧画面が表示され、現在の検品状況を確認することができます。 

⑥すべての明細の検品を終えると確認画面が表示され検品を完了することができます。 

『OK』ボタンをクリックして検品を完了してください。 

F4『検品完了』ボタンをクリックすることで途中でも、検品を完了することができます。 

あとで検品を再開することも可能です。 
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4. 在庫棚卸 

在庫棚卸は、コンピューター上の在庫数（帳簿在庫数）と実際の在庫数を照合する機能になります。 

①在庫棚卸を行うには、メニューの『在庫管理』⇒『棚卸処理』クリックします。 

棚卸処理画面が表示されましたら、『商品の棚卸を行う』か『販促品の棚卸を行う』のどちらかのボ

タンをクリックして処理を選択してください。 

②棚卸商品一覧が表示されましたら、実在庫数を入力します。 

一覧は必要に応じてブランド／カテゴリによる抽出ができます。 
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③バーコードを使用して入力する場合は、『バーコード入力』タブをクリックして画面を切り替えます。 

④バーコード入力画面に切り替えましたら、バーコードを読みこんでください。 
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⑤商品バーコードを読み込みますと商品のチェック在庫数が1加算されます。 

商品数量分をバーコードで読み込むか、残数を数量へ入力してください。 

コンピューター上の在庫数 

こちらに残数を入力して

Enterキーを押します 

⑥F4『確定』ボタンをクリックしますと下図、棚卸確認画面が表示されます。 

内容を確認して、『実行』ボタンをクリックします。これで棚卸処理が完了し、入出庫伝票が作成されます。 

チェック済みの在庫数 
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F6『一時保存』：入力内容を保存します。あとで棚卸処理を再開することができます。 

F7『印刷』：棚卸チェックシートを印刷することができます。（下図） 

F9『棚卸中止』：保存中の入力内容をすべて破棄し、棚卸処理を中止します。 

F12『戻る』：入力内容を保存せずに棚卸画面を終了し、メインメニューへ戻ります。 

棚卸処理のその他の機能 


